
力率改善

力は電圧と電流の積になりますので

１．力率とは
電気回路に交流電圧を加えたとき、回路のインピーダンスの状況により、電流は電圧に対して位相ずれθを生じます。

電圧の波形を とすると、電流は となります。

電 で表わされますが、この瞬時電力p を１周期で平均した電力Pを考えます。

この式にe とiの式を代入して計算します。

と置いてP1とP2を計算しますと、

となり、結局 P = P1+P2＝E I cosθ になります。この式の cosθ を力率といいます。 e と i と ｐ の関係を第１図に示します。

そら色で示した波形がｐ となります。このｐの変化をみると半周期のうち位相角θに相当する部分では負の電力，π―θに 

相当する部分で正の電力となっています。これを平均すると正の電力の方が負の電力より大きいので回路の消費電力は 
正の値になります。

特異な場合としてθ＝π／２では、正と負の電力が等しくなるので、合計電力はゼロになってしまいます。これは、

P =EＩcos（π／２)＝０ に相当します。
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2.交流電力について
P のことを有効電力または消費電力あるいは単に電力と呼びます。S =E I 

を皮相電力、Q =E I sinθ を無効電力といいます。 ３つの電力をベクトルで 
表示すると第２図のようになります。

これより 力率＝P／S＝有効電力／皮相電力 とも定義できることが分か 
ります。 同様な関係が電流に対しても存在します。その関係を第２図に示し 
ます。

電流≧有効電流の関係にあり、等号は、θ＝０，すなわち力率が１のとき 
であり、同一電力条件で最小の電流値となります。

３．力率について
「力率改善」とは、力率を良くすることで力率の値をできるだけ１に近づける 
ことを意味します。これは、力率角（位相角）をできるだけ０度に近づけて電 
圧と電流の位相差を小さくすることで皮相電力が有効電力にほぼ等しくなり 
ます。

電力系統の負荷はモータに代表されるように誘導性負荷が主であり、一般 
に電流は電圧に比して遅れ状態です。したがって，力率改善には通常、容 
量性のコンデンサを使います。この力率改善のためのコンデンサを「力率改 
善用コンデンサ」や「電力用コンデンサ」あるいは「進相コンデンサ」といいま 
す。

消費電力は季節により、昼夜の時刻により変化しますので、進相コンデン 
サで補償すべき無効電力も変化します。もし、進相コンデンサの値が固定な 
らば消費電力が小さくなると過補償になり、進み力率の状態になります。過 
度の進み力率は避けるべきでしょう。

次に、弊社での力率改善ついて述べます。 2



弊社独自の力率改善法

パッチンコア ブレーカー

家電製品へ変電所から

力率が１以下になる理由は、電圧と電流の間の位相差（タイムラグ – 時間 
差）によるものである。すなわち、上部左図のように交流電力の電圧（ｅ）と 
電流（ｉ）の任意の時間における高さ（強さ）には差があるからである。

パッチンコア を設置することにより、上部右図のように力率が１近くになる。
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パッチンコア は、電気をクリーンにそして上質にしてくれる装置です。

普通、電気はほとんどが発電所で発電され、変電所を通り、家庭に入り、 
屋内配線を通り、家電製品に送られていきます。

この過程で、磁場の悪影響により電気にノイズが含まれてしまします。

ノイズというのは不安定な周波数であり、家電製品の動きも不安定にす 
ると考えられます。

実際、ペースメーカーなどの精密さを要する医療機器は、安定した作動 
のため、ノイズの発生を抑える電源を使うそうです。

変電所から

パッチンコア ブレーカー

家電製品へ

取り付け前 取り付け後

縦軸はノイズの大きさ、横軸は時間。

振幅の幅が小さいほどノイズを除去していることになります。

電磁波ノイズの軽減


